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平
成
二
十
五
年
度
全
国
統
一
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一
〇
月
三
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
一

九
回
ぎ
ふ
大
会
」
に
参
加
し
た
女
性
団
員

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

北
秋
田
市
婦
人
消
防
隊
　
成
田
　
秀
子 

　
私
た
ち
は
隊
員
で
あ
り
ま
す
が
、
今
回

参
加
さ
れ
た
団
員
の
方
々
か
ら
日
々
の
活

動
な
ど
色
々
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
く

機
会
を
与
え
て
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

　
大
会
で
は
、
活
動
事
例
発
表
四
団
体

と
火
災
予
防
啓
発
劇
四
団
体
の
演
技
に

大
変
感
銘
い
た
し
ま
し
た
。
今
度
は
各

地
区
の
隊
長
だ
け
で
は
な
く
、
隊
員
の

皆
様
を
是
非
参
加
さ
せ
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

 

北
秋
田
市
婦
人
消
防
隊
　
桜
庭
ウ
メ
子 

　
大
会
当
日
、
会
場
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で

向
か
う
途
中
、
半
纏
を
着
た
男
性
消
防
団

員
が
数
カ
所
で
敬
礼
さ
れ
て
い
る
の
を
見

て
大
変
驚
き
ま
し
た
。
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
人
達
へ
の
心
遣
い
を
う
れ
し
く
思
い
ま

し
た
。
ま
た
、
会
場
で
の
音
楽
隊
が
消
防

団
員
で
結
成
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
凄
い

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。 

　
あ
っ
と
い
う
間
に
三
日
間
が
過
ぎ
、
県

内
か
ら
参
加
し
た
方
々
と
も
知
り
合
い
、

思
い
出
深
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

北
秋
田
市
婦
人
消
防
隊
　
佐
藤
　
ノ
リ 

　
初
日
、
県
内
参
加
者
の
交
流
会
で
は
、

団
の
活
動
や
組
織
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
色
々
な
話
し
合
い
が
で
き
て
大
変
有
意

義
な
ひ
と
と
き
で
し
た
。 

　
二
日
目
、
伝
統
的
な
、
岐
阜
な
ら
で
は

の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
大
会
は
始
ま
り
ま
し
た
。

活
動
事
例
発
表
で
は
、
女
性
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
活
動
し
て
い
る
団
員
に
感
銘

し
ま
し
た
。
ま
た
、
団
員
募
集
の
た
め
の

工
夫
・
結
束
に
強
い
絆
を
感
じ
ま
し
た
。

火
災
予
防
啓
発
劇
で
の
、
子
供
向
け
の
防

火
防
災
教
室
で
は
反
省
さ
せ
ら
れ
、
納
得

し
た
り
、
笑
い
あ
り
で
楽
し
く
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。                       

　
女
性
の
力
で
地
域
を
守
る
た
め
に
も
交

流
会
や
研
修
会
は
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

北
秋
田
市
婦
人
消
防
隊
　
佐
藤
久
美
子 

　
事
例
報
告
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
に
密
着

し
て
い
て
、
寸
劇
、
体
操
、
マ
ー
チ
ン
グ
、

小
学
校
へ
の
出
前
講
座
な
ど
楽
し
み
な
が

ら
、
わ
か
り
や
す
く
、
是
非
私
も
一
緒
に

や
っ
て
み
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。       

　
県
内
の
団
員
と
の
交
流
は
自
信
に
も
繋

が
り
ま
し
た
。
早
く
消
防
団
に
移
行
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

回
の
大
会
は
四
度
目
の
参
加
で
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
で
一
番
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。
来
年
も
参
加
し
た
い
気
持
で
す
。 

               

潟
上
市
消
防
団
　
古
戸
　
則
子 

　
防
災
と
い
っ
て
も
、
火
災
、
豪
雨
、
台

風
、
雪
な
ど
色
々
な
災
害
が
あ
り
ま
す
。

女
性
は
、
全
面
に
出
て
、
そ
れ
に
対
処
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、

私
の
よ
う
な
小
さ
な
地
域
の
家
で
留
守
を

預
か
っ
て
い
る
女
性
の
皆
さ
ん
に
、
お
年

寄
り
や
子
供
の
身
の
安
全
、
そ
し
て
自
ら

の
命
を
守
る
意
識
付
け
、
早
め
早
め
の
対

策
な
ど
、
婦
人
会
等
の
集
会
が
あ
っ
た
時

は
、
備
え
の
必
要
性
を
言
葉
に
し
て
何
度

も
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

潟
上
市
消
防
団
　
門
間
　
芳
子 

　
全
国
大
会
で
は
、
防
災
意
識
を
高
め
る

分
か
り
や
す
い
演
劇
等
を
楽
し
く
見
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。 

　
潟
上
市
消
防
団
と
し
て
、
今
後
は
救
命

講
習
、
他
の
女
性
消
防
団
と
の
意
見
交
換

会
か
ら
始
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す 

 

潟
上
市
消
防
団
　
伊
藤
由
香
里 

　
こ
の
度
、
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化

ぎ
ふ
大
会
に
参
加
し
て
、
と
て
も
良
い
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
各
県
の
皆
さ
ん
の
活

躍
す
る
姿
に
驚
く
ば
か
り
で
、
女
性
と
は

思
え
な
い
活
動
の
広
さ
、
力
強
さ
を
感
じ

ま
し
た
。 

　
今
後
の
私
た
ち
消
防
団
に
プ
ラ
ス
に
な

る
こ
と
を
、
実
感
し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
先
ず
は
、
女
性
消
防
団
員
の
募
集
か
ら

始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

潟
上
市
消
防
団
　
青
木
　
久
美 

　
今
回
、
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大

会
に
参
加
し
、
活
動
事
例
発
表
の
中
で
多

く
の
女
性
消
防
団
が
行
っ
て
い
た
も
の
が

「
高
齢
者
宅
の
訪
問
」「
保
育
園
に
お
け
る

防
災
教
室
・
紙
芝
居
」
で
し
た
。
こ
れ
ら

全
国
女
性
消
防
団
員

全
国
女
性
消
防
団
員 

  
活
性
化
大
会
参
加
者
か
ら
の

活
性
化
大
会
参
加
者
か
ら
の 

　
　
　
　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ 

全
国
女
性
消
防
団
員

全
国
女
性
消
防
団
員 

  
活
性
化
大
会
参
加
者
か
ら
の

活
性
化
大
会
参
加
者
か
ら
の 

　
　
　
　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ 

全
国
女
性
消
防
団
員 

  
活
性
化
大
会
参
加
者
か
ら
の 

　
　
　
　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ 

北秋田市婦人消防隊の皆さん 

潟上市消防団の皆さん 

・
・ 

・
・ 

№718（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成25年12月15日（毎月１回15日発行）（２）



の
活
動
は
、
潟
上
市
の
女
性
消
防
団
で
も

実
際
に
出
来
る
活
動
だ
と
思
い
ま
し
た
。       

　
ま
た
、
今
後
大
災
害
が
も
し
発
生
し
た

ら
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
想
定
で
、
女
性

が
直
面
す
る
問
題
に
対
し
、
女
性
な
ら
で

は
の
視
点
で
対
策
を
考
え
る
こ
と
も
必
要

だ
と
感
じ
ま
し
た
。               

　
今
後
、
避
難
訓
練
時
に
実
際
に
立
て
た

対
策
を
実
行
し
、そ
の
中
で
見
つ
け
た
課
題

を
解
決
す
べ
く
再
び
考
え
、活
動
し
て
い
く

こ
と
も
ま
た
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。              

              

由
利
本
荘
市
消
防
団
　
佐
藤
　
美
子 

　
活
性
化
大
会
に
初
め
て
参
加
致
し
ま
し

た
。
年
々
活
動
内
容
が
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し

て
い
る
皆
さ
ん
の
発
表
に
驚
き
と
、
焦
り

さ
え
感
じ
ま
し
た
。
火
災
だ
け
で
は
無
く
、

「
防
災
・
減
災
」
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

る
事
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
、
女
性
団

員
の
底
力
？
い
え
「
魅
力
」
を
再
確
認
。

そ
し
て
私
の
背
中
に
は
消
え
て
は
い
け
な

い
「
火
」
が
付
き
ま
し
た
。
こ
の
火
だ
け

は
消
火
さ
せ
ず
、
大
き
く
し
て
い
き
ま
す
。 

　
「
一
人
だ
か
ら
・
・
・
」
な
ん
て
言
い

訳
し
ま
せ
ん
。
見
て
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

大
仙
市
消
防
団
　
高
橋
　
善
子 

　
大
会
テ
ー
マ
「
伝
統
を
守
り
、
未
来
を

拓
く
わ
れ
ら
女
性
消
防
団
」
ぎ
ふ
大
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
八
団
体
の
活
動

事
例
と
火
災
予
防
啓
発
劇
の
発
表
を
通
し

て
、
改
め
て
女
性
消
防
団
と
し
て
、
火
災
・

防
災
に
携
わ
る
役
割
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

　
小
さ
い
こ
と
か
ら
で
も
、
地
域
の
女
性

消
防
団
活
性
化
に
役
立
て
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
し
た
。                     

 

大
仙
市
消
防
団
　
畠
山
　
　
忍 

　
初
め
て
参
加
し
た
大
会
で
し
た
が
、
全

国
の
女
性
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
の
様
々
な

消
防
活
動
を
実
際
に
見
て
、
聞
い
て
、
感

動
し
て
、
と
私
の
人
生
の
中
で
も
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。     

　
こ
れ
か
ら
の
女
性
パ
ワ
ー
を
活
か
し
た

地
域
の
消
防
活
動
に
役
立
て
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

仙
北
市
消
防
団
　
西
宮
　
三
春 

　
香
川
大
会
に
続
き
二
度
目
の
参
加
、
そ

し
て
昨
年
は
開
催
地
と
し
て
関
わ
る
こ
と

が
で
き
、
こ
の
岐
阜
大
会
は
、
ま
た
違
う

気
持
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
火
災
予
防
啓
発
劇
で
は
、
私
が
入
団
し

た
年
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
で
来
県
し
た

茨
城
県
阿
見
町
消
防
団
の
皆
さ
ん
が
、
グ

レ
イ
ド
ア
ッ
プ
し
た
「
子
供
向
け
防
火
・

防
災
教
室
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
熱
心
に

取
り
組
む
団
員
さ
ん
と
情
報
交
流
会
で
お

話
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。   

　
活
動
事
例
発
表
で
は
、
中
央
研
修
で
一

緒
だ
っ
た
佐
賀
県
伊
万
里
市
の
発
表
が
あ

り
、
昨
年
の
秋
田
大
会
で
奈
良
県
が
発
表

し
た
、
心
肺
蘇
生
体
操
を
ア
レ
ン
ジ
し
た

も
の
を
披
露
、
こ
れ
は
私
た
ち
も
是
非
や

り
た
い
と
思
い
、
帰
っ
て
直
ぐ
消
防
署
に

相
談
し
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

団
員
と
も
話
し
合
い
、チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、新
し
い
取
り

組
み
の
一
つ
と
な
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。 

　
今
大
会
で
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

県
内
消
防
団
員
、
協
会
の
皆
様
に
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。 

  
全
国
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性
消
防
団
員 
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性
化
大
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者
か
ら
の 
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セ
ー
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由利本荘・大仙・仙北各市消防団の皆さん 

第
二
〇
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化 

ち
　
ば
　
大
　
会 

会
　
期
　 

　
平
成
二
六
年
一
一
月
一
四
日（
金
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
一
五
日（
土) 

会
　
場  

　
千
葉
県
浦
安
市 

　
　
　
　 

舞
浜
ア
ン
フ
ィ
シ
ア
タ
ー 

次
回
大
会
の
お
知
ら
せ 
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平
成
二
五
年
度 

全
県
消
防
団
長
研
修
会 

課
題
討
議
・
意
見
交
換 

課
題
討
議
・
意
見
交
換 

　
平
成
二
五
年
度
全
県
消
防
団
長
研
修
会

が
一
二
月
五
日
（
木
）
午
後
二
時
か
ら
、

秋
田
市
の
「
イ
ヤ
タ
カ
」
で
消
防
団
長
、

消
防
長
ら
五
八
名
が
参
加
し
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。             

　
研
修
会
は
、
『
災
害
時
に
お
け
る
消
防

団
の
情
報
伝
達
の
対
策
』
―

異
常
気
象
に

お
け
る
自
然
災
害
に
お
い
て
、
地
域
住
民

に
迅
速
に
正
確
に
情
報
伝
達
で
き
る
か
―

を
テ
ー
マ
に
課
題
討
議
・
意
見
交
換
を
行

っ
た
ほ
か
、
「
消
防
団
員
の
健
康
管
理
に

つ
い
て
」
の
講
演
と
、
今
年
七
月
一
日
「
消

防
互
助
年
金
」
か
ら
名
称
を
変
更
し
、
制

度
も
新
し
く
な
っ
た
「
消
防
個
人
年
金
」

に
つ
い
て
日
本
消
防
協
会
か
ら
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

　 

 

　
　
進
　
行
：
秋
田
県
総
合
防
災
課 

　
　
　
　
　
　
　
副
主
幹
　
片
岡
　
哲
郎 

一
　
災
害
活
動
事
例 

  

「
八
月
九
日
の
大
雨
に
よ
る 

　
　
　
　
　
　
災
害
で
の
消
防
団
活
動
」 

　
　
発
表
者
：
仙
北
市
消
防
団 

　
　
　
　
　
　
　
団
　
長
　
佐
藤
　
生
治 

　
　
仙
北
市
市
民
生
活
部 

　
　
次
長
兼
危
機
管
理
監
　
加
古
　
信
夫 

■
発
表
項
目 

　
◯
土
砂
災
害
の
概
要 

　
◯
捜
査
活
動
の
概
要 

　
◯
今
回
の
捜
査
活
動
で
得
た
教
訓 

　
　
・
女
性
消
防
団
は
、「
心
の
癒
し
」 

　
　
・
長
期
捜
索
を
考
慮
し
た
団
員
の
先

　
　
　
行
的
な
出
動
調
整 

　
　
・
消
防
団
な
ら
で
は
の
役
割 

　
◯
現
在
の
被
災
地
区
の
状
況 

                

二
　
課
題
討
議
・
意
見
交
換
（
発
言
要
旨
） 

　
①
地
域
防
災
訓
練
へ
の
小
中
学
生
の
参

　
　
加 

　
　
・
災
害
時
に
お
い
て
小
中
学
校
が
避

　
　
　
難
所
と
し
て
開
設
さ
れ
る
こ
と
か

　
　
　
ら
、
避
難
所
開
設
及
び
運
営
の
訓

　
　
　
練
に
参
加
し
て
い
る
。（
大
仙
市
） 

　
　
・
毎
年
五
月
下
旬
、
主
に
小
学
生
の

　
　
　
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
避
難
時

　
　
　
に
、
濃
煙
体
験
・
心
肺
蘇
生
訓
練

　
　
　
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
体
験
な
ど
を
登
校

　
　
　
し
て
い
る
平
日
に
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
横
手
市
横
手
） 

　
②
地
域
防
災
訓
練
に
お
け
る
情
報
伝
達

　
　
訓
練
の
実
施 

　
　
・
集
落
内
の
放
送
設
備
及
び
消
防
団

　
　
　
員
の
巡
回
広
報
を
実
施
し
て
い
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
鹿
角
市
） 

　
　
・
無
線
（
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
）
を
利

　
　
　
用
し
て
の
情
報
収
集
、
情
報
伝
達

　
　
　
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

　
　
　
自
主
防
災
組
織
か
ら
の
情
報
収
集

　
　
　
方
法
が
確
率
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

　
　
　
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、

　
　
　
消
防
団
で
は
、情
報
の
収
集
・
伝
達

　
　
　
を
目
的
と
し
た
バ
イ
ク
隊
を
組
織

　
　
　
す
る
予
定
で
あ
る
。（
に
か
ほ
市
） 

災
害
時
に
お
け
る
情
報
伝
達
を
討
議

災
害
時
に
お
け
る
情
報
伝
達
を
討
議

災
害
時
に
お
け
る
情
報
伝
達
を
討
議

災
害
時
に
お
け
る
情
報
伝
達
を
討
議

災
害
時
に
お
け
る
情
報
伝
達
を
討
議

災
害
時
に
お
け
る
情
報
伝
達
を
討
議

災
害
時
に
お
け
る
情
報
伝
達
を
討
議
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『平成26年出初め式（観閲）』の開催日時等 

 鹿 　角　市 4日 11：00～ 花輪大町・新町通り 

 小　坂　町 4日 11：20～  康楽館前(明治百年通り) 

 大　館　市 5日 09：15～  大町通り(ハチ公プラザ付近) 

 北 秋 田 市 4日 9：00～  北都銀行鷹巣支店前     

 上小阿仁村 4日 10：40～  健康増進トレーニングセンター前             

 能 代市能代 5日  9：15～  秋田銀行能代駅前支店前     

 能代市二ツ井 5日  8：20～  北都銀行二ツ井支店前   

 藤　里　町 4日  9：45～  役場前 

 八　峰　町 5日  9：00～  秋田銀行八森支店前 

 三　種　町 4日  9：30～  琴丘総合体育館駐車場 

 男　鹿　市 5日 13：00～  秋田銀行男鹿支店前 

 潟　上　市 4日 13：30～  天王総合体育館（式典のみ） 

 五 城 目 町 4日 9：00～  朝市駐車場 

 八 郎 潟 町 4日 13：30～  役場前 

 井　川　町 4日 10：00～  農村環境改善センター前 

 大　潟　村 6日 10：00～  ふれあい健康館（式典のみ） 

 秋　田　市 5日 10：00～  山王けやき通り 

 由利本荘市 5日 9：30～  市役所前 

 に か ほ 市 5日 13：30～  金浦体育館（式典のみ）     

 大　仙　市 5日 13：00～  大曲市民会館第２駐車場 

 仙　北　市 6日 11：50～  角館庁舎前 

 美　郷　町 4日 14：30～  総合体育館リリオス前駐車場 

 横手市横手 6日 9：30～  中央通り 

 横手市増田 4日 13：10～  増田ふれあいプラザ駐車場     

 横手市平鹿 5日 13：30～  平鹿生涯学習センター前         

 横手市雄物川 5日 13：50～  雄物川体育館   

 横手市大森 5日 9：20～  大森庁舎前 

 横手市十文字 5日 13：10～  十文字幸福会館前     

 横手市山内 5日 9：15～  山内体育館前 

 横手市大雄 5日 10：15～  大雄庁舎前 

 湯　沢　市 5日 15：20～  湯沢文化会館 

 羽　後　町 5日 13：30～  羽後町総合体育館 

 東 成 瀬 村 4日 14：00～  東成瀬村中学校体育館 

消　防　団　　  日　　時　　　　　  場　　　　　所 

講
　
演 

講
　
演 

財
団
法
人
日
本
消
防
協
会 

　
　  

消
防
個
人
年
金
に
つ
い
て 

財
団
法
人
日
本
消
防
協
会 

　
　  

消
防
個
人
年
金
に
つ
い
て 

　
③
消
防
団
と
自
主
防
災
組
織
と
の
情
報

　
　
交
換
に
つ
い
て 

　
　
・
自
主
防
災
組
織
主
催
の
地
域
防
災

　
　
　
訓
練
へ
の
消
防
団
の
参
加
、
春
と

　
　
　
秋
の
火
災
予
防
週
間
中
に
消
防
団

　
　
　
が
行
う
独
居
老
人
宅
の
防
火
診
断

　
　
　
へ
の
自
主
防
災
組
織
の
同
行
、
自

　
　
　
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
へ
の
消

　
　
　
防
団
長
・
副
団
長
の
参
加 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
大
館
市
）

　
　
・
各
防
災
組
織
が
行
っ
て
い
る
訓
練

　
　
　
の
際
、
消
防
団
へ
の
要
請
が
あ
り

　
　
　
率
先
し
て
参
加
し
て
い
る
。
想
定

　
　
　
か
ら
協
力
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
、

　
　
　
自
主
防
災
組
織
の
中
心
的
な
役
割

　
　
　
を
担
っ
て
い
る
。
　
　（
湯
沢
市
）               

 

　
　
講
　
師
：
松
田
　
朋
恵 

氏 

　
　
　
　
元
フ
ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー 

　
本
年
度
、
日
本
消
防
協
会
が
実
施
し
て

い
る
、
健
康
増
進
事
業
で
あ
る
「
消
防
団

員
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」
よ
り
「
心
と
身
体
の

健
康
は
繋
が
っ
て
い
る
」
と
い
う
点
に
着

目
し
、
臨
床
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格

を
持
つ
松
田
朋
恵
氏
を
講
師
に
迎
え
、
近

年
増
え
て
い
る
「
心
の
病
」
に
つ
い
て
の

報
告
と
分
析
結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
「
ス

ト
レ
ス
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
」
や
「
心

身
と
も
に
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。               

　
　
説
　
明
：（
財
）日
本
消
防
協
会 

　
　
年
金
共
済
部
主
幹
　
石
島
　
英
明
氏       

　
各
地
域
で

の
説
明
会
を

ご
希
望
の
際

は
、
日
本
消

防
協
会
又
は

第
一
生
命
に

お
い
て
対
応

し
ま
す
の
で
、

秋
田
県
消
防

協
会
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

災
害
時
に
お
け
る
情
報
伝
達
を
討
議

災
害
時
に
お
け
る
情
報
伝
達
を
討
議

災
害
時
に
お
け
る
情
報
伝
達
を
討
議
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第
三
期
女
性
消
防
団
員
研
修
は
、
一
一

月
三
〇
日
（
土
）
、
一
二
月
一
日
（
日
）

の
二
日
間
、
秋
田
県
消
防
学
校
（
由
利
本

荘
市
）
で
県
内
八
消
防
団
か
ら
二
二
名
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
入
校
式
で
、
秋
田
県
消
防
協
会
中
田
潤

会
長
は
「
消
防
団
員
が
減
少
し
て
い
る
中
、

女
性
消
防
団
員
は
逆
に
増
加
し
て
お
り
、

今
年
一
〇
月
一
日
現
在
で
、
五
年
前
の
平

成
二
〇
年
と
比
較
し
、
女
性
消
防
団
員
を

採
用
し
て
い
る
消
防
団
は
、
九
団
増
え
一

九
団
と
な
り
、
ま
た
、
団
員
数
も
一
二
四

人
か
ら
二
六
三
人
と
、
実
に
二
倍
を
超
え

る
一
三
九
人
増
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

消
防
活
動
に
お
い
て
も
、
地
域
住
民
の
安

心
・
安
全
に
関
す
る
意
識
の
高
ま
り
な
ど

で
、
そ
の
内
容
も
多
様
化
、
専
門
化
し
て

き
て
お
り
、
と
り
わ
け
女
性
消
防
団
員
に

は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
促
進
、

独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
の
訪
問
、
住
民

に
対
す
る
防
災
教
育
や
応
急
手
当
の
普
及

指
導
の
面
で
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
当
協
会
で
は
、

年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
女
性
消
防
団
員

に
対
し
ま
し
て
、
全
県
を
対
象
と
し
た
教

育
訓
練
が
必
要
と
考
え
、
秋
田
県
の
ご
支

援
と
秋
田
県
消
防
学
校
の
ご
協
力
を
得
ま

し
て
、
平
成
二
三
年
度
か
ら
こ
の
研
修
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。               

　
二
日
間
と
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま

す
が
、
折
角
の
機
会
で
す
の
で
、
参
加
さ

れ
た
仲
間
と
の
交
流
を
深
め
ら
れ
、
実
り

多
い
研
修
に
な
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

■
研
修
内
容 

　
講
話
（
消
防
協
会
会
長
） 

　
消
防
活
動
訓
練
（
訓
練
礼
式
、
消
火
訓

　
　
練
、
結
索
訓
練
、
ホ
ー
ス
延
長
） 

　
救
命
講
習
（
普
通
救
命
講
習
） 

　
消
防
団
の
活
性
化
（
秋
田
市
消
防
本
部
） 

　
各
地
域
活
動
紹
介
・
意
見
交
換 

 

第
三
期 

女
性
消
防
団
員
研
修 

秋
田
県
消
防
学
校 

女性消防団員教育（第３期）受講生名簿 

大 館 市 消 防 団 部　長 虻　川　久美子 

大 館 市 消 防 団 団　員 鎌　田　弘　子 

大 館 市 消 防 団 団　員 菅　原　有　美 

男 鹿 市 消 防 団 団　員 石　塚　とみ子 

男 鹿 市 消 防 団 団　員 成　田　昌　子 

秋 田 市 消 防 団 団　員 渡　辺　有　美 

に か ほ 市 消 防 団 部　長 齋　藤　晶　子 

に か ほ 市 消 防 団 班　長 今　野　裕　子 

に か ほ 市 消 防 団 団　員 ⫝̸　橋　加奈子 

大 仙 市 消 防 団 団　員 挽　野　利　恵 

大 仙 市 消 防 団 団　員 畠　山　　　忍 

大 仙 市 消 防 団 団　員 相　馬　静　華 

大 仙 市 消 防 団 団　員 鈴　木　美也子 

大 仙 市 消 防 団 団　員 小笠原　眞理子 

大 仙 市 消 防 団 団　員 小笠原　照　子 

仙 北 市 消 防 団 団　員 大　石　友　子 

仙 北 市 消 防 団 団　員 伊　藤　愛　弓 

仙 北 市 消 防 団 団　員 橋　本　由佳乃 

横 手市平鹿消防団 団　員 東海林　妙　子 

横 手市平鹿消防団 団　員 神　　　兆　子 

横 手市平鹿消防団 団　員 工　藤　美　穂 

湯 沢 市 消 防 団 団　員 菅　原　菜々美 

消　防　団　名 階　級 氏　　名 
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防災対策シリーズ⑨ 雪害対策 

雪下ろしと除雪機使用時のチェックポイント 

　記録的な大雪に見舞われた「平成18年豪雪」の際には、152名の方が亡くなりました。 

　その約４分の３は除雪作業中の事故が原因でした。 

　降雪量がそれほど多くない年でも、除雪作業中の事故で、多くの死者・負傷者が発生しています。 

　除雪作業の際には、安全への十分な注意が必要です。 

 1 作業は、家族、隣近所にも声かけて、２人以上で行いましょう。 

 2 命綱を確実に付け、滑りにくい履き物、ヘルメットを着用しましょう。 

 3 携帯電話も忘れずに携行しましょう。 

 4 屋根にかけたハシゴは、ふらつかないよう、 

 しっかりと固定しましょう。 

 5 屋根下に人はいませんか？ 

 特にお年寄りや子どもに十分注意しながら 

 作業しましょう。 

 6 雪を下ろすとき、軒先から下ろしていませんか？ 

 非常に危険です。上の方から下ろしていきましょう。 

 7 建物の周りに雪を残して、雪下ろしをしましょう。 

 8 晴れの日は屋根の雪がゆるんでいます。 

 晴れの日ほど要注意です。 

 9 低い屋根でも、油断は禁物です。 

10 雪下ろし開始直後と疲れたころは、特に慎重に作業しましょう。 

 1 マフラーなど機械に巻き込まれやすい服装で、作業はしないで下さい。 

 2 周りを確認して、除雪機に人を近づけないようにしましょう。 

 3 人や建物に雪がぶつからないように、投雪方向を確認しましょう。 

 4 除雪機に詰まった雪を取り除く際、ケガの原因となるので、 

  確実にエンジンを切ってから雪を取り除いて下さい。 

除雪機使用時のチェックポイント 

屋根の雪下ろしのチェックポイント 

（７）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成25年12月15日（毎月１回15日発行） №718
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